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学校で食べる給食は、単なる昼食ではなく、「「栄栄養養ののババラランンススののととれれたた豊豊かかなな食食事事をを  

通通ししてて、、健健康康にによよいい食食事事ののととりり方方、、地地域域のの産産業業やや食食文文化化、、食食べべ物物ととそそれれににかかかかわわるる人人へへ

のの感感謝謝のの気気持持ちちななどどをを学学ぶぶたためめのの教教材材」」となるものです。 

このように、現在ではさまざまな教育的効果が期待される学校給食となっています。 

 

 

 

 

※ 食材の産地情報、放射性物質検査報告、市内産野菜の使用等について 
印刷業者さんが記入するスペースです。 
枠の有無は、見やすいように業者さんに決めてもらいます。 

 
日本の学校給食は、明治 22 年、山形県鶴岡町（現：鶴岡市）の私立忠愛小学校

で提供されたのが始まりとされています。その後、各地に広まったものの、戦争による

食料不足で中断されてしまいました。 

  戦後、子供たちの栄養不足を改善するため、昭和 21 年にアメリカの支援団体

「LARA（アジア救済公認団体）」から、給食用物資の寄贈を受けて、翌年１月から学

校給食が再開されることになりました。昭和 21 年 12 月 24 日に、東京都内の小学

校で給食用物資の贈呈式が行われたことから、この日を「学校給食感謝の日」としま 

           した。昭和 25 年度からは、冬季休業と重ならない１月 24 日〜30 日 

までの１週間を「全国学校給食週間」とすることが定められました。 

 

 

私立忠愛小学校で
提供されたとされ
る最初の給食。 
  

 新しい年を迎えました。1 月２４日から３０日は「全国学校給食週間」です。 
神戸市では、毎年兵庫県の特産食材を使った料理を提供しています。南北を 
海に接し、多様な気候風土を有する兵庫の恵みを味わってください。 
 １月の給食には、正月献立の「「白白みみそそぞぞううにに・・田田作作りり風風・・くくりりききんんととんん」」（特

別支援学校は「おいわいじる・にしんのかんろに・くりきんとん」に変更）、兵庫

県の郷土料理として「「たたここめめしし」」「「黒黒豆豆」」「「かかすすじじるる」」「「ぼぼたたんんじじるる」」「「ももちち麦麦

めめんん」」、新料理の「「ああじじののななんんばばんんづづけけ」」が登場します。 

 学学校校給給食食・・食食育育だだよよりり  
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支援物資の脱脂 
粉乳や缶詰、 小 
麦粉などを使った 
給食。 
 

地域でとれる旬の食材を
取り入れ、郷土料理や行
事食、世界の料理など、 
食育の教材となる給食。 
 

今今月月のの目目標標  ：：  いいろろいいろろなな地地域域ののここんんだだててをを知知ろろうう  
 

◆神戸市内産米使用
◆ �BE KOBE農産物（こうべ旬菜）使用予定
　キャベツ・水菜・こまつな・チンゲンサイ・
   ほうれんそう
◆神戸市産野菜使用予定
　にんじん・白ねぎ・じゃがいも

★食材の産地情報等を掲載 ★�給食の魅力を発信中！
フォローしてね！

神戸市学校給食会 検索


